
（新）定置網漁業育成強化事業費

○大型台風や急潮等の気象変化に対応した定置網漁業の経営モデル確立に向け
た漁具の改良等の実証に対する支援等を実施

事業の目的

事業の概要

【水産経営課】

＜事業イメージ＞

（１）気象変化に対応したモデル実証

（２）実証結果による経営モデル確立

（３）研修会の開催

・気象変化に対応した漁具改良、漁撈機器の
機能向上に対して支援

・潮流と網の状態、操業データ等を分析し、本
県の定置網経営に適した経営モデルを確立

・実証結果の周知と地域への普及促進
・気象変化に対する知識の習得

〇漁具改良
：補助率 1/2
：上限事業費 3,000万円

〇漁撈機器の機能向上
：補助率 1/3
：上限事業費 1,000万円

台風の大型化
急潮の発生

台風・急潮による漁具の被害の増加
→漁具修理費用・休漁による所得減

急潮による出漁
見合せの増加

漁具の改良
目合拡大・網の補強・
底層網へ転換等

漁撈機器の向上
クレーンなどの
油圧機器の機能向上

労働力不足
による網揚
げの遅延

水試・漁具
企業等と連
携したモデ
ル実証

実証結果の分析
海域及び操業形態に応じた経営モデルの確立

・実証結果の周知・普及
・気象変化に対する知識
習得

研修会

国庫事業を活用した漁具・漁
撈機器の導入促進

→定置網経営体の経営改善


